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保護者の皆様へ

中野区 学習用 iPad の活用ルール

令 和 ３ 年 ４ 月

中野区教育委員会

中野区立みなみの小学校

中野区教育委員会では、国のGIGAスクール構想を受け、児童・生徒 1人につき 1台の学習用

iPad を貸し出します。学習内容をよく理解し、より豊かな学びにしていくために、学習用 iPad を

上手に活用していくことが大切です。学習用 iPad は児童・生徒の学習に役立てるための便利な道

具ですが、心配されることもたくさんあります。

そのため、中野区教育委員会は「学習用 iPad の活用ルール」を定めました。このルールをお子

様と一緒にお読みいただき、ご家庭で用いる際も安全かつ効果的に利用してください。

１ 使用の目的
し よう もくてき

☐ 学習用iPad は、学習活動に関わることに使います。SNSなど、学習活動に関わること以外
がくしゅうよう がくしゅうかつどう かか つか がくしゅうかつどう かか い が い

には使いません。
つか

２ 使用する場所
し よ う ば し ょ

☐ 学校と家庭、先生の指示がある場所以外では使用しません。
がっこう か て い せんせい し じ ば し ょ い が い し よ う

３ 使う前に確認する大切なこと
つか まえ かくにん たいせつ

☐ 登下校中は、カバン（ランドセル）から出しません。カバンの下や、カバンの底に入れたり
とうげこうちゅう だ した そこ い

しません。

☐ 持ったまま走ったり、地面に置いたりするなど、破損が予想されることはしません。
も はし じ め ん お は そ ん よ そ う

☐ 食べたり、飲んだりしながら使いません。
た の つか

☐ 次のような場所では使いません。
つぎ ば し ょ つか

・ぬれた手や水筒の近くなど、水分や湿気のあるところ
て すいとう ちか すいぶん し っ け

・ほこりの多いところ
おお

・強い日差し・ストーブの近くなど、高温になるところ
つよ ひ ざ ちか こうおん

・強い磁気の発生するところ
つよ じ き はっせい

☐ 学習用iPad の画面は鉛筆やボールペンなど先の尖ったものではふれません。
がくしゅうよう が め ん えんぴつ さき とが

４ 学校で使う場合
がっこう つか ば あ い

☐ 学校で学習用iPad を使うときは、先生の指示をよく聞きます。
がっこう がくしゅうよう つか せんせい し じ き

☐ 休み時間や放課後に使うときも、先生が認めたこと以外に使いません。
やす じ か ん ほ う か ご つか せんせい みと い が い つか

５ 家庭で使う場合
か て い つか ば あ い

☐ 使う時間は家庭でよく話し合います。
つか じ か ん か て い はな あ
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６ 保管について
ほ か ん

☐ 学校では先生に指定された所で保管します。
がっこう せんせい し て い ところ ほ か ん

☐ 家庭で保管する時は、失くしたり壊したりしないよう保管する場所を決めます。
か て い ほ か ん とき な こわ ほ か ん ば し ょ き

７ 安全な使い方
あんぜん つか かた

☐ 学習に関連のない使い方はしません。安全のため、全ての操作を記録し、一部の機能も停止
がくしゅう かんれん つか かた あんぜん すべ そ う さ き ろ く い ち ぶ き の う て い し

しています。

☐ インターネットには制限（フィルタリング）をかけていますが、万が一、不審なサイトにアク
せいげん まんがいち ふ し ん

セスしてしまった場合はすぐに先生や保護者に知らせます。
ば あ い せんせい ほ ご し ゃ し

８ データの保存・移動で守ること
ほ ぞ ん い ど う まも

☐ 学習用iPad で作ったデータやインターネットから取り込んだデータは、学習活動で先生が
がくしゅうよう つく と こ がくしゅうかつどう せんせい

許可したものだけを学校指定のクラウドに保存します。
き ょ か がっこうし て い ほ ぞ ん

☐ 学習用iPad本体には、原則データを保存しません。
がくしゅうよう ほんたい げんそく ほ ぞ ん

☐ 私物のパソコンやUSBメモリなどの記録媒体を学習用iPad につなぎません。
し ぶ つ き ろ くばいたい がくしゅうよう

９ カメラでの撮影
さつえい

☐ 先生が許可した時以外でカメラ機能を使いません。
せんせい き ょ か ときい が い き の う つか

☐ 家庭でカメラ機能を使う場合は、事前に保護者に伝えます。
か て い き の う つか ば あ い じ ぜ ん ほ ご し ゃ つた

☐ カメラで人を撮影したり、人の家や持ち物などを撮影したりするときは、勝手に撮らず、必
ひと さつえい ひと いえ も ち も の さつえい か っ て と かなら

ず撮影する相手や場所の許可をもらいます。
さつえい あ い て ば し ょ き ょ か

10 設定で守ること
せってい まも

☐ アカウントは、学校から配られたものを使用します。個人のものは使用しません。
がっこう くば し よ う こ じ ん し よ う

☐ パスコード・パスワードは、先生と保護者以外の人に教えません。
せんせい ほ ご し ゃ い が い ひと おし

☐ パスコード・パスワードを各自で変えることはできません。
か く じ か

☐ 学校の外では家庭のWi-Fi以外に、学校の許可なくつなぐことはできません。
がっこう そと か て い い が い がっこう き ょ か

☐ 教育委員会や学校が指定する以外のアプリやサービスを入れたり、利用したりしません。
きょういくいいんかい がっこう し て い い が い い り よ う

☐ 画面のアイコンの並び方や位置、背景の色などの設定は変えません。
なら かた い ち はいけい いろ せってい か

11 個人情報について
こ じ んじょうほう

☐ 学習用iPad を他人に貸したり、使わせたりしません。
がくしゅうよう た に ん か つか

☐ 自分や他人の個人情報はインターネット上に絶対に公開しません。
じ ぶ ん た に ん こ じ んじょうほう じょう ぜったい こうかい

・学習用iPad で扱える個人情報は、「姓または名（フルネームは不可）、成果物（意見・
がくしゅうよう あつか こ じ んじょうほう せい な ふ か せいかぶつ い け ん

作品・レポート等）、個人名が特定されない写真や動画、趣味嗜好（自己紹介程度）」とし
さくひん とう こじんめい とくてい しゃしん ど う が し ゅ み し こ う じ こ しょうかいて い ど

ます。

☐ 相手を傷つけたり、いやな思いをさせたりすることを絶対に書き込みません。
あ い て きず おも ぜったい か こ
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12 健康のために
けんこう

☐ 画面に顔を近づけすぎずに正しい姿勢で使います。
が め ん かお ちか ただ し せ い つか

☐ 30分に一度は遠くを見るなど、ときどき目を休ませます。
ふん いち ど とお み め やす

13 不具合や故障
ふ ぐ あ い こしょう

☐ パスコード・パスワードを忘れた場合は、すぐに先生に知らせます。
わす ば あ い せんせい し

☐ 破損、故障、紛失したときは、すぐに先生や保護者に知らせます。
は そ ん こしょう ふんしつ せんせい ほ ご し ゃ し

14 使用の制限
し よ う せいげん

☐ ここに記載のルールが守れないときは、学習用iPad を使うことができなくなります。
き さ い まも がくしゅうよう つか
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ご協力のお願い

（１）充電をお願いします

毎日の家庭学習等に取り組むために、家庭に持ち帰ることを基

本としています。毎日持ち帰りをしますので、ご家庭での充電の

ご協力をお願いします。

（２）通信環境の整備をお願いします

家庭では家庭のWi-Fi に接続して利用することができます。

家庭に通信環境が整っていない場合は、通信環境の整備にご協

力をお願いします。

（３）ご家庭でのルールを話し合いましょう

学校では、活用ルールに従って指導をしていきます。ご家庭で

も、ルールをお子様と話し合って決め、定期的に学習用 iPad を

どのように使っているのかをご確認ください。

※学習用 iPad は、SNS や有害なサイトには入れないよう、制限（フィルタリン

グ）がかかっています。ただし、子どもたちが主体的に活用できるよう、必要最

低限の制限としています。

（４）転出時・卒業時に返還してください

次の時には、本体の他、付属品も元の状態にして学校へご返却してください。

・小学校を卒業する時

・中学校を卒業する時

・区内外を問わず、転出する時

（５）破損・紛失した場合は学校にご連絡ください

本体や付属品のいずれかを破損・紛失した場合は、学校へお申し出ください。学校でも破損な

どがないか定期的に点検を行います。
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（６）学習支援クラウド等を使用します

・学習用 iPad の貸与に併せて、２種類のアカウントを児童・生徒に配付しています。

・配付されたアカウントは学習用 iPad と同様、卒業・転出する時まで使用します。

・子どもが ID・パスワードを他人に教えることなどしないよう、ご家庭でも声掛けをお願い

します。

・ID・パスワードが分からなくなってしまった場合は、担任の先生にご連絡ください。

・授業等で活用しますので、ご家庭で、学校での学習状況等を確認することもできます。

【問合せ先】副校長 三谷 純子

電話：０３－３３８１－７２５０

①G suite for Education

「G suite for Education」は、主に以下のソフトを備えた学習支援クラウドです。

●Google Classroom

・目的に応じたグループ（学級や教科、委員会等）の中で、教材・課題の

配付・提出・返却、連絡事項の発信などを行うことができます。

●Google Meet

・離れた場所にいる先生と児童・生徒をつなぎ、双方向のオンライン学習

（ビデオ会議）ができます。

●Google Form

・インターネット上でアンケートを行うことができます。授業の理解度確認

などに用いることができます。

●Google Drive

・文書・写真・動画などの保存ができます。

※他にもいくつかの機能があります。

②おまかせ教室

「おまかせ教室」は、NTT東日本が提供する学習支援サービス（個別学習ドリル）です。

個々にあったレベル・ペースで学ぶことができます。


